
◆お問い合せ先
熊本県立農業大学校 研修部 TEL096-248-6600（直通）

令和３年度塾生を募集します！
（2021年8月開講予定）

くまもと農業経営塾とは？

①令和３年８月から令和４年３月までの間、概ね月１回のペースで講義を開催。

対面講義（農業大学校等）８回、オンライン講義（自宅等）２回、個別相談会３回

②受講用タブレットを貸与するとともに、農業におけるＳＮＳの効果的な活用
方法や経営者に必要なスキルを実践する講義の開催等を予定しています。

③本県農業をリードする若手経営者（塾修了生）が事業計画作成を支援します。

開講式及び第１回講義は８月１７日（火）を予定しています。

令和３年度（202１年度）の塾講座の特徴

検索

くまもと農業経営塾（第12期）

塾に参加することによって・・・

１ 経営者（社長）の心構えが身につきます

２ 将来の夢実現のための計画ができます

３ 同じ目的や課題を持つ仲間ができます

熊本 農大

◎詳しくは農業大学校ホームページをご覧いただくか、下記にお問い合わせください。

募集人員 ２０名

募集期間 ７月５日(月)～７月２８日(水)必着

応募方法
所定の申込書に記入し、
郵送又はＥ－mailで提出

応募先 熊本県立農業大学校 研修部
〒861-1113 合志市栄３８０５
電話：０９６－２４８－６６００
noudaikensyuu@pref.kumamoto.lg.jp

募集の概要

応募資格

①県内在住で、おおむね５年以上の農業
経験年数を有する

②農業経営の経営権を持つ（近年中の移
譲予定も可）

③経営改善の意欲ある若手農業者

④全ての講義の受講が可能

⑤インターネット環境が整い、Ｅ-mailに
よる連絡およびパソコン操作ができる

受講料 無料（一部実費負担あり）

多様化する社会を生き抜く経営感覚を磨き、本県農業のトップリーダーとなれ！！

【参考】令和２年度の主な講師陣

東海大学教授 今川和彦 氏【塾長】

公益財団法人松下幸之助記念志財団 松下政経塾

株式会社和郷代表取締役 木内博一 氏

有限会社木之内農園会長 木之内均 氏

有限会社コウヤマ会長 香山勇一 氏 など

事前告知

熊本県農業のトップリーダーを育成するゼミ講座です。

県内の意欲ある若手農業者等を対象に、第一線で活躍する農業経営者、学識経験者を講
師に招き、経営理念、リーダーシップ、マーケティング、マネジメント、競争戦略に関
する講義を受けるとともに、将来の事業計画を作成します。

本年度で１２年目を迎え、数多くのトップリーダーを輩出。
修了生（H22～R2：242名）が県内各地で活躍しています。



Ｒ３年度くまもと農業経営塾カリキュラム

①ゼミ講座の主な内容【10回】

予定

開催予定日 講義内容（講師等） 場所（予定）

第１回 ８月
開講式・オリエンテーション
塾長講話（東海大学 今川教授）

県庁近辺施設

第２回 ９月 ≪主な講義の内容≫

経営者のあり方（覚悟、視点、なすべきこと 等）

事業目的と経営理念（目標設定を含む）

人材育成と組織づくり、リーダーシップ

事業戦略および事業計画作成

生産原価など経営数値の把握と活用

販売戦略と具体手法（顧客マーケティング含む）

農業におけるＳＮＳの効果的な活用方法

実践講義 など

県立農業大学校
又は

県内施設
第３回 １０月

第４回 １１月

第５回 １２月
(うち1回は

オンライン)第６回

第７回 １月
（うち1回は

オンライン）第８回

第９回 ２月

第10回 ３月
事業計画発表
修了式

県庁近辺施設

あなたの事業計画作成を支援します。

場 所 ： オンライン（自宅等）
相談員 ： ティーチングアシスタント

講師（修了生）

②事業計画作成支援相談会【3回】 東海大学教授

今川 和彦 氏

これからの農業者は経営者でなけれ
ばならない。この塾で観察力や感性を
磨き、新たな時代のトップリーダーと
なって欲しい。

塾長より

公益財団法人

松下幸之助記念志財団

松下政経塾 研修局

人財開発部長

日下部晃志 氏

株式会社和郷

代表取締役

木内博一 氏

パナソニックの創業者松下
幸之助氏が、1979年に設立
した政経塾。
自分の志と向き合う大切さ
について御指導いただき、
塾生各自が志を発表する。

 日本を引っ張る木内社長のス
ケールの大きさを感じた。
「消費者ニーズに合った農業
ビジネスを展開し続けている
」という根本は、スケールは
違っても共通すると感じた。

講義テーマ

日本を代表する農業経営者。
千葉県に本社を置き、農産物生産
を中心に加工・リサイクル・サー
ビス・海外事業と多角的なアグリ
ビジネスを展開する耕種農業界の
リーディングカンパニー。

 この時間が自分にとって一番
良かった。自分を客観視する
ことができた。

 改めて志シートをやってみよ
うと思う。やるごとにブラッ
シュアップしていきたい。

松下政経塾マインド
～志を立てよう～

【参考】昨年度の講義内容

講義テーマ

受講生の声受講生の声

※新型コロナウ
イルスの感染状
況に応じて変更
の可能性があり
ます。

※今年度の講師や講義内容は、昨年度と異なります。

アグリビジネスの可能性
～和郷グループの事業戦略～


